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千里の馬は常にあれども伯楽は常にはあらず 
   校長 板倉邦弘  

夏季休業中に生徒が取り組んだ自由研究「夏休み作品展」を 9月10日まで公開しました。

多くの生徒が SDGｓと関連させ、様々なテーマで研究や創作に取り組んだ作品が並びまし

た。生徒の皆さん、そしてご支援・ご助力いただいた保護者の皆様、大変ご苦労様でした。

作品を拝見しながら、私は自分が小学生か中学生の時に、今で言う「ハンディ･ファン」を作

ったことを思い出しました。角材で作った取っ手の中に単三乾電池を２本入れ、その上に小

型のマブチモーターをつけ、直径 12 ㎝ほどのプラスチック製三枚羽根プロペラを付けたも

のでした。ハンディ･ファンは、今やトレンドのアイテムですが、当時(45 年以上前)に小型

扇風機を持ち歩くなどという発想は私にしかなかったのでしょう。全くウケず、何の賞もも

らえませんでした。もし当時、40 年後にこんな酷暑の時代が来ると分かっている人がいた

ら、発明創意工夫展等に出され、どこかのメーカーにアイデアが採用されていたのではない

だろうか、などと考えてしまいました。また、生徒の皆さんも様々な発想で取り組んでくれ

ましたが、作品を観る側にも柔軟な受け止めができる先見性や考え方が必要であることを改

めて感じた次第です。 

そこで思い出したのが、「千里の馬」という言葉です。正しくは「千里の馬は常にあれども、

伯楽は常にはあらず」ということわざです。一日に千里を駆ける名馬がいても、それを見い

だす伯楽のような者がいなければ何にもならない、というような意味です。もし 45 年以上

前にハンディ･ファンを作った私を見いだせる人がいたら、もしかしたら私の人生も変わって

いたのかな、などと考えてしまったのはきっと残暑のせいでしょう。せめてハンディ･ファン

を使う時、「これを発明したのは皆中の校長らしい」と思っていただけたらうれしいです。 

生徒の皆さんの中にも様々な分野の「千里の馬」がきっといるはずです。また、一人一人

が様々な長所を持っています。私たち教職員は生徒一人一人の長所に気付き、それを伸ばせ

る「伯楽」でありたいものです。一方、私の大好きなミュージシャンの浜田省吾さんは、「千

里の馬」の意味を「（自分のように）どんなに足の遅い駄馬（だば）でも、途中であきらめず

に千里を走ったら『千里の馬（優れた馬）』になれるのだ」と勘違いして、その言葉に励まさ

れ、長い間支えられてきたのだそうです。私はこの「誰でもあきらめずに最後までやり遂げ

たら『千里の馬』になれる」という勘違いの解釈がとても好きです。皆中生にも、何事も最

後まであきらめずに取り組んで「千里の馬」になって欲しいと思います。 

ただし、くれぐれも「千里の馬」の意味は、正しい方の意味を覚えてください。 

 


